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運動会に向けて 

                         副校長 原田 美智子 

 朝夕の涼しく心地よい風に、秋の訪れを感じる季節となりました。９月は、４年生が金沢資源循

環局見学へ、３年生が舞岡公園古民家見学へ行ってきました。大量のごみをつかむ大きなクレーン

や、瓶やペットボトルを手作業で分別している様子、大きな水車で歯車を回して精米する様子等を

見て、子どもたちは、「おお！すごい！」と歓声を上げていました。今は、写真や動画でいろいろな

ものを見ることができますが、やはり本物の迫力は素晴らしく、子どもたちの心に残るだろうと感

じました。 

 さて、学校では、運動会練習が始まりました。リレー選手の選考や応援団等の係決めを通して、

子どもたちの意欲も高まってきています。応援練習やソーラン節のかけ声にも気合が入ってきまし

た。先日、２年担任の池田先生が、「演技練習の最後に、子どもたちが『まだ踊りたい。』『もう一回

やりたい。』と言ってくれた。本当に嬉しかった。」と話してくれました。夏休み前から曲を選んだ

り、振り付けを考えたりして準備を進めてきた学年のダンス。編曲も担当し、ずっと同じ曲が頭の

中を回っていると言っていました。そんな努力が報われた瞬間だったのだろうと、私も嬉しくなり

ました。思いっきり楽しみ、前向きな気持ちを素直に伝えてくれる子どもたちに感謝です。 

 一方で、運動会が近づくにつれて落ち着かなくなったり、憂鬱になったりする子の気持ちに寄り

添うことも大切にしていきたいと思います。「面倒臭い」「やりたくない」という否定的な言葉や態

度で表すのではなく、「足が遅いから、徒競走が心配。」「ダンスの振り付けを間違えそうで不安。」

等、自分の心の中にある気持ちを見つめ、自分の言葉にして、先生たちに伝えてほしいと思ってい

ます。そのときには、いつでも子どもたちの気

持ちをしっかりと受け止められるよう努めてま

いります。小学校生活の中で大きなイベントで

ある運動会が、素敵な思い出として子どもたち

の心に残るよう、ご協力をお願いいたします。 

学校だより  １０月号 

桜岡小学校では、１０月１５日（土）に、運動会を開催いたします。今年度も感染症対策とし

て、保護者の来校は各家庭２名までといたしました。ご来賓の方々につきましても、昨年度と同

様に、学校運営協議会の委員の皆様と学援隊の各地域代表の方１名、各町内会代表１名、地域防

災拠点運営委員長とさせていただきます。日頃より本校の教育活動に多大なるご支援ご協力を

いただいております皆様をご招待できないことは、大変心苦しく恐縮でございますが、何卒ご理

解いただけますようお願い申し上げます。 

 

図書館の前にも、ボランティアさんが素敵な 

秋の飾りを作ってくださいました。 


